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営業収益

2,535億59百万円
［ 前期比 124億79百万円  ］

営業利益

176億61百万円
［ 前期比 58億52百万円  ］

経常利益

172億40百万円
［ 前期比 67億9百万円  ］

親会社株主に帰属する当期純利益

115億49百万円
［ 前期比 51億53百万円  ］

2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期

241,852 241,080 253,559

2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期

11,986 11,808

17,661

2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期

11,087 10,531

17,240

2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期

5,190 6,395

11,549

2021年3月期  フィナンシャル・レビュー

（注1） 営業収益はセグメント間の内部収益または振替高を含み、営業利益は管理部門に係る費用の調整前の金額としております。
（注2） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。
（注3） この冊子においては、将来の見通しに関する記述が様々な表現でなされていますが、その見通しはリスクや不確実性に左右され、実際の結果と大きく異なることも考えられます。読者の皆様には、これらの将来に関する記述に過度に依存なさらないようお願いします。

（単位：百万円）

（単位：百万円）

POINT

業績推移

事業別推移

営業収益

2,446億45百万円
［ 前期比 126億62百万円  ］

営業収益

96億21百万円
［ 前期比 2億12百万円  ］

営業利益

149億84百万円
［ 前期比 58億79百万円  ］

営業利益

58億33百万円
［ 前期比 31百万円  ］

2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期

233,404 231,982 244,645

2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期

9,170 9,833 9,621

2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期

5,114 5,865 5,833

2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期

9,844 9,105

14,984

物流事業 不動産事業

 コロナ禍による不確実性が続く事業環境の下、ソリューション物流領域の拡大等、 
変化に対応した各種施策の取り組みの結果、過去最高益を更新

 当期の期末配当は、中間配当の1株当たり25円を5円増配し、1株当たり30円に 
次期の配当は、中間配当30円、期末配当30円、年間配当1株当たり60円を下限と 
した安定的配当の継続へ  ［本誌4ページ参照］

　2021年3月期における当社グループの事業環境は、新型コロナウイルス
感染症の影響として、輸出入の減少による海上フォワーディング業務等
の取扱減少がありました。
　一方で、生活様式の変化に起因した家庭内消費の拡大に伴う「家電系物
流の取扱伸長」、「自動車部品関連を中心にした航空輸送量増加」により、
本ページグラフのとおり、連結営業収益は、前期比124億79百万円増の
2,535億59百万円、連結営業利益は同58億52百万円増の176億61百万円、
連結経常利益は同67億9百万円増の172億40百万円、親会社株主に帰属す
る当期純利益は同51億53百万円増の115億49百万円となりました。

詳しい情報は決算説明会資料（2021年3月期）をご参照ください
https://msh.mitsui-soko.com/ir/library/02
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